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江戸時代の溝ノ口洞穴
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財部町郷土史（昭和 47 年刊）より

溝
ノ
口
洞
穴
は
、
約
３
万
年
前
に
姶

良
カ
ル
デ
ラ
か
ら
噴
出
し
た
入い

戸と

火か

砕さ
い

流り
ゅ
う

堆た
い

積せ
き

物ぶ
つ

層そ
う

に
形
成
さ
れ
た
大
規
模
な

自
然
洞
穴
で
す
。
令
和
３
年
３
月
26
日
に
曽

於
市
と
し
て
は
初
の
国
指
定
（
天
然
記
念
物
）

と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
は
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
広
く
紹

介
さ
れ
、
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

来
訪
者
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
数
だ
け
で
も
年

間
2.5
万
人
を
超
え
て
お
り
、
実
際
は
も
っ
と

多
く
の
来
客
数
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
溝
ノ
口
洞
穴
の
古
い
記
録
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
昭
和
期
の
郷
土
誌
や
調
査
資
料
ぐ

ら
い
し
か
な
く
、
古
く
か
ら
知
ら
れ
て
い
た

洞
穴
の
よ
う
で
す
が
、
明
治
・
大
正
期
以
前

の
様
子
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
度
、
江
戸
時
代
に
得と

く

能の
う

通み
ち

昭あ
き

が
記
し
た
『
通つ

う

昭し
ょ
う

録ろ
く

』
に
、
溝
ノ
口
洞
穴
の

記
録
が
あ
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
寛か

ん

政せ
い

元
年
（
１
７
８
９
）
の
成
立
と
さ
れ
、
天て

ん

保ぼ
う

14
年
（
１
８
４
３
）
の
『
三さ

ん

国ご
く

名め
い

勝し
ょ
う

図ず

会え

』

よ
り
も
古
く
、
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重

な
記
録
で
す
。
次
に
洞
穴
部
分
の
記
述
を
掲

げ
ま
す
。

『
下
財
部
溝
の
口
の
隣
に
岩
屋
の
谷
あ
り
、
谷

中
岩
穴
有
り
、
高
サ
壱
丈
餘
（
約
３
㍍
）、
徑

り
十
二
間
（
約
21
㍍
）、
穴
の
上
に
十
一
面
観

音
を
刻
む
、
穴
中
よ
り
水
流
れ
出
て
、
末
ハ

餘
多
の
田
に
懸
る
、
俗
に
此
穴
、
霧
島
に
つ
ゝ

く
と
い
ふ
、
華
林
寺
の
近
邊
小
穴
あ
り
、
時
々

穴
中
よ
り
風
出
る
ゆ
へ
風
穴
と
い
ふ
、
此
穴

い
つ
れ
に
か
通
す
る
と
見
え
た
り
、
も
し
く

ハ
此
穴
か
、
凡
五
里
（
約
20
㌔
）
ほ
と
も
あ

ら
ん
と
云
、
往
々
穴
に
入
る
者
多
し
、
数
百

間
入
れ
ハ
穴
狭
く
、
其
奥
ハ
廣
し
て
立
て
歩

む
、
近
年
大
勢
列
立
、
松
明
を
燈
し
遠
く
入
る
、

甚
な
ま
へ
さ
き
所
に
至
る
、
是
よ
り
壊
れ
て

還
る
と
い
ふ
、』

　

こ
の
記
録
で
少
な
く
と
も
江
戸
期
に
は
、

壁
面
に
観
音
様
が
刻
さ
れ
て
い
た
（
現
在
は

一
部
残
存
）
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
そ
し
て

洞
穴
に
は
た
い
ま
つ
を
持
っ
た
大
勢
の
人
が

列
を
な
し
て
押
し
寄
せ
、
最
深
部
ま
で
見
学

す
る
な
ど
大
層
賑
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
本
文
に
出
て
く
る
華け

林り
ん

寺じ

は
、
霧
島

神
宮
（
霧
島
市
）
の
西
側
に
あ
っ
た
お
寺
で
、

洞
穴
は
こ
の
近
く
の
小
穴
ま
で
通
じ
て
い
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
犬
を
放
っ
た
ら
高
千
穂

の
峰
に
出
て
き
た
と
い
う
話
と
も
相
通
ず
る

も
の
が
あ
り
興
味
深
い
記
述
で
す
。
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